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ま
す
。
心
理
戦
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
ビ
ラ
や

新
聞
を
作
成
し
、
日
本
本
土
を
含
め
て
各
地
に
撒
布

し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
の
人
向
け
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ビ
ラ
は
、
日
系
二
世
、
在
外
日
本
人
、

日
本
在
住
経
験
者
な
ど
、
日
本
語
と
英
語
の
双
方
を

よ
く
理
解
し
て
い
る
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
人

捕
虜
の
協
力
も
得
な
が
ら
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

南
西
太
平
洋
地
域
の
司
令
官
は
、
後
に
連
合
国
最
高

司
令
官
と
し
て
日
本
に
や
っ
て
来
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

（D
ouglas M

cA
rthur

）
で
す
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
心
理
戦
で
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
軍
事
秘
書
官
を

務
め
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
（Bonner F. Fellers

）
に
よ
る

序
文
が
あ
り
（
上
画
像
）、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す（

２
）（
意
訳
）。

　

敵
の
軍
人
や
一
般
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
考
え
方
が
、

戦
争
の
戦
い
方
や
期
間
を
左
右
す
る
。
心
理
戦
と
は
、

人
々
の
行
動
を
分
析
、
予
測
し
、
そ
の
行
動
に
影

響
を
与
え
る
科
学
を
軍
事
に
適
用
し
た
も
の
で
、
ゲ

リ
ラ
戦
、
通
常
の
戦
闘
、
物
理
的
破
壊
以
外
の
す
べ

て
の
活
動
で
あ
る
。
心
理
戦
を
適
切
に
行
っ
て
、
東

洋
人
に
西
洋
の
寛
容
と
自
由
主
義
、
利
己
的
で
な

い
戦
争
目
的
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
将

来
の
人
種
間
戦
争
を
避
け
、
西
洋
諸
国
の
進
軍
に

対
す
る
好
意
的
な
反
応
が
得
ら
れ
る
。

右から、スクラップブック表紙、フェラーズの序文、冒頭ページ
で紹介したビラ「昨日の敵は今日の友」（裏面）を貼ったページ。

各ビラには、このような解説も付いている。
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（上 2 枚）天皇に言及した数少ないビラ。軍指導者が無
能で陛下を欺いているという文脈で、間接的に触れて
いる。

（下 2 枚）軍部の無条件降伏こそが日本国民にとって最
善の道であるという、トルーマン米大統領の声明を紹
介したビラ。

首相や軍高官の発言を紹介したビラ。裏面では、首脳部の人達は諸君の
苦労も顧みず相変わらず大きなことを吹聴している、と解説している。

　

こ
の
序
文
は
、
心
理
戦
の
計
画
文
書
（
１
９
４
５

年
４
月
）
の
序
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。
計
画
の

本
文
を
見
て
み
る
と
、
日
本
人
の
心
理
や
行
動
を
分

析
し
た
う
え
で
、
日
本
に
対
す
る
心
理
戦
の
目
的
を

３
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。

①�

日
本
の
敗
北
を
確
信
さ
せ
て
軍
人
や
一
般
人
の
士

気
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
。

②�

軍
部
（
軍
指
導
者
）
が
無
能
で
嘘
を
つ
い
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
彼
ら
に
破
滅
的
な
戦
争
の
責
任
を

問
う
こ
と
。

③�

人
々
が
平
和
を
求
め
軍
部
を
打
倒
し
、
ア
メ
リ
カ

の
慈
悲
に
身
を
投
じ
る
よ
う
促
す
こ
と（

３
）。

　

改
め
て
ビ
ラ
を
見
る
と
、確
か
に
こ
の
方
針
に
沿
っ
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て
お
り
、
一
般
的
に
思
い
浮
か
ぶ
①
だ
け
で
な
く
、

②
や
③
の
ビ
ラ
も
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
心
理
戦
の
目
的
を
果
た
す
う
え
で
、

ビ
ラ
や
新
聞
は
効
果
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
米

軍
が
ま
と
め
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
１
９
４
４
年
10
月

か
ら
１
９
４
５
年
６
月
ま
で
、
日
本
語
の
ビ
ラ
を
投

下
し
た
枚
数
と
捕
虜
の
数
が
、
と
も
に
増
え
て
い
ま

す
。
両
者
の
正
確
な
因
果
関
係
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

ビ
ラ
は
投
降
者
を
増
や
し
た
一
因
で
あ
っ
た
（
①
に

あ
る
程
度
貢
献
し
た
）
可
能
性
は
あ
る
で
し
ょ
う（

４
）。

た
だ
し
、
１
９
４
４
年
後
半
か
ら
１
９
４
５
年
８
月

ま
で
の
時
期
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
の
数
も
急

増
し
て
い
ま
す（

５
）。

　

一
方
、
②
と
③
や
、
西
洋
の
考
え
方
を
理
解
さ
せ

て
西
洋
の
進
軍
に
対
す
る
好
意
的
な
反
応
を
得
る
こ

と
は
、
む
し
ろ
戦
後
に
極
東
国
際
軍
事
裁
判
や
占
領

統
治
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
味
で
、

連
合
国
が
戦
争
中
に
ビ
ラ
や
新
聞
で
伝
え
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
戦
後
の
占
領
期
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

読
者
の
皆
様
は
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
ビ
ラ
を
ど

こ
か
で
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

背
後
に
あ
る
計
画
や
関
連
資
料
と
あ
わ
せ
て
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
新
た
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人々が平和を求め軍部を打倒し、戦後の再建に携わるよう促すビラ。
戦火が止んだ後の生活をイメージした絵が描かれている。
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1 ご寄贈いただいた資料は、土持ゲーリー法一氏（現・京都情報大学
院大学副学長）が、アメリカ留学中に、連合国最高司令官総司令部

（GHQ/SCAP）の一部局である民間情報教育局（CIE, Civil Information 
and Education Section）の教育課長を務めた Mark Taylor Orr氏から
譲り受けたものです。なお、CIE は PWB の後身の組織です。
2 フェラーズの対日心理戦や日本占領時における活動については、下記を
ご覧ください。
東野真 著『昭和天皇 二つの「独白録」』日本放送出版協会　1998<請求
記号 GK132-G47>
3 Basic Military Plan for Psychological Warfare against Japan, Manila, 7-8 
May 1945. Report No. 11-a(15), USSBS Index Section 6, 1945.5, pp.5, 12-13. 
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/4009797
4 1944 年10月20日～12月1日と1945年6月2日～6月30日の数字を比較
すると、ビラ投下数は約1,582万枚で約136倍に、捕虜数は4,175人で約
45倍になっています。
Psychological Warfare Reactions and Developments, Collation Section, 
Psychological Warfare Branch, OMS, GHQ, AFPAC, Report No.13, 1945.7, p.1.
<請求記号 MMA-23（リール4）>（マッカーサー記念館所蔵　ボナ・フェラー
ズ文書）https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/MMA-23.php
また、沖縄戦の終盤では、投降勧告ビラを持って投降する部隊が増えた
とのことです。
土屋礼子 著『対日宣伝ビラが語る太平洋戦争』吉川弘文館　2011　p.205 
<請求記号 GB531-J199>
5 アジア・太平洋戦争（1941年12月～1945年8月）における日本の戦没者（軍
人と民間人の合計）のうち、1944 年以降の戦没者が約9割を占めている
との見方があります。米軍では、太平洋戦争での死者のうち、1944 年7

月以降の死者が約53％を占めているとのことです。
吉田裕 著『日本軍兵士　アジア・太平洋戦争の現実』中央公論新社　
2017　pp.19-26<請求記号 GB531-L399>
ジョン・W. ダワー 著、猿谷要 監修、斎藤元一 訳『容赦なき戦争　太平
洋戦争における人種差別』平凡社　2001　p.492<請求記号 GH113-G11>

○戦争中のビラや新聞に関する主な資料・情報
一ノ瀬俊也 著『戦場に舞ったビラ　伝単で読み直す太平洋戦争』講談社　
2007<請求記号 GB531-H318>
一ノ瀬俊也 著『宣伝謀略ビラで読む、日中・太平洋戦争　空を舞う紙の
爆弾「伝単」図録』柏書房　2008<請求記号 GB531-J33>
土屋礼子 著『対日宣伝ビラが語る太平洋戦争』吉川弘文館　2011<請求
記号 GB531-J199>

『落下傘ニュース　復刻版』（1945.3.13～8.25）<請求記号 Z99-1021>
国立国会図書館電子展示会「史料にみる日本の近代」（「米軍投下ビラ」
あり）https://www.ndl.go.jp/modern/cha4/description21.html

『開港のひろば　横浜開港資料館館報』89号　2005.8.3.
http://www.kaikou.city.yokohama.jp/journal/089/089_02.html
Commander-in-Chief. Leaflet File No. 2, Bonner Frank Fellers papers, 
Hoover Institution Library & Archives
https://n2t.net/ark:/54723/h3tg8q
World War II - American Propaganda in Japan, United States Naval 
Academy Nimitz Library Digital Collections
https://cdm16099.contentdm.oclc.org/digital/collection/p16099coll2
WWII ANTI-JAPAN PROPAGANDA, Pacific University Digital Exhibits
https://heritage.lib.pacificu.edu/s/world-war-ii-propaganda/page/
welcome
※引用の旧字体は新字体に改めました。
※URLの最終アクセス日：2021年10月28日

1945 年 8 月 11 日付「落下傘ニュース」の表裏。
ソ連参戦や長崎への原爆投下などを報じている。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/4009797
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/MMA-23.php
https://www.ndl.go.jp/modern/cha4/description21.html
http://www.kaikou.city.yokohama.jp/journal/089/089_02.html
https://n2t.net/ark:/54723/h3tg8q
https://cdm16099.contentdm.oclc.org/digital/collection/p16099coll2
https://heritage.lib.pacificu.edu/s/world-war-ii-propaganda/page/welcome
https://heritage.lib.pacificu.edu/s/world-war-ii-propaganda/page/welcome
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
ま
で
の
政
治

家
、
官
僚
、
軍
人
ら
が
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政
資
料
約

四
二
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館
憲
政
資

料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
行
っ
た
上

で
一
般
に
公
開
し
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、今回紹介する資料を含む所
蔵資料の概要については、リサーチ・ナビ「憲政資料
室の所蔵資料」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/）をご覧
ください。

憲政資料室

山や
ま
が
た縣
有あ
り
と
も朋
関
係
文
書
（
寄
託
）

（
二
点
　
令
和
三
年
二
月
公
開
）

　

憲
政
資
料
室
に
は
、
以
前
よ
り
山
縣
家

か
ら
寄
託
さ
れ
、
公
開
し
て
き
た
山
縣
宛

書
簡
群
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
こ
に
紹
介

す
る
伊
藤
博
文
宛
の
書
簡
は
、
今
回
同
家

か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

の
一
つ
で
す
。
こ
の
書
簡
が
明
治
一
三

（
一
八
八
〇
）
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

根
拠
に
な
っ
た
の
は
、「
護
衛
之
巡
査
短

銃
之
掃
除
中
誤
発
致
シ
、
一
人
之
巡
査
之

傷
き
候
趣
、
旅
中
別
而
御
配
神
御
察
申

候
」
の
一
節
で
す
。
こ
の
出
来
事
を
直
接

示
す
史
料
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
同
年

一
月
三
一
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
一

月
二
六
日
に
伊
藤
の
お
供
を
し
て
い
た
巡

査
が
箱
根
山
中
で
「
誰
と
も
知
ら
ず
打
出

し
た
猟
銃
の
外そ

れ
だ
ま玉
」
で
負
傷
し
た
と
の
記

述
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
出
来
事
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
掃
除
中
の
誤

発
が
、
あ
た
か
も
伊
藤
を
狙
っ
た
発
砲
で

あ
る
か
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
明
治
一
三
年
と
い
え
ば
、
い
ま
だ

西
南
戦
争
の
余
燼
な
お
消
え
や
ら
ぬ
時
期

で
あ
り
、
一
方
で
前
年
一
一
月
に
開
催
さ

れ
た
第
三
回
愛
国
社
大
会
で
は
、
全
国
か

ら
国
会
開
設
請
願
の
署
名
を
集
め
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
民
権
派
の
動
き

が
急
速
に
高
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
世
の
中
は
騒
然
と
し
て

お
り
、
こ
の
状
態
は
翌
年
の
明
治
一
四
年

政
変
ま
で
続
き
ま
す
。
誤
報
と
は
い
え
、

こ
れ
も
世
情
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/
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山縣有朋（1838-1922）
天保9（1838）年、長州藩下級武士の家に生まれる。松下村塾に学び、
奇兵隊では軍監として戊辰戦争で活躍。明治期には創設者として陸
軍に君臨するのみならず、内務大臣・総理大臣に就任したことから
官界・貴族院にも強い影響力を持った。その人脈は山縣閥と呼ばれ、
反政党主義を旗印とするものであったが、明治後期・大正期には元帥・
元老として国政を担う立場にあり、慎重な国家運営を目指した。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/208.
html）

写真1　山縣有朋書簡　伊藤博文宛　<山縣有朋関係文書（寄託）179>

※赤線は本文引用部分。

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/208.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/208.html
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本も
と
の野
一い
ち
ろ
う
郎
・
盛せ
い
い
ち一
関
係
文
書

（
三
五
〇
点
　
令
和
二
年
一
二
月
公
開
）

　

本
野
一
郎
は
大
正
時
代
に
寺
内
正
毅
内

閣
で
外
務
大
臣
を
務
め
、
そ
の
息
子
の
盛

一
、
孫
で
あ
る
盛
幸
、
そ
し
て
一
郎
の
父

で
あ
る
本
野
盛も

り
み
ち亨
も
外
交
官
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
公
開
し
た
関
係
文

書
は
本
野
家
四
代
に
関
係
す
る
書
簡
や
書

類
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
な
ど
の
資
料
を

含
ん
で
い
ま
す
。

　

本
野
盛
亨
宛
の
書
簡
は
巻
物
に
仕
立

て
ら
れ
、
岩
倉
具
視
の
も
の
（
明
治
七

（
一
八
七
四
）
年
一
月
三
日
）
も
貼
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
本
野
盛
亨
は
英

国
の
日
本
公
使
館
で
、
臨
時
代
理
公
使
・

外
務
一
等
書
記
官
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

岩
倉
具
視
は
本
野
盛
亨
に
、
公
費
で
海
外

留
学
中
の
学
生
は
召
し
返
す
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
息
子
で
あ
る
具
経
は
自
費
留

学
な
の
で
、
よ
ろ
し
く
頼
み
た
い
と
、
そ

の
留
学
費
用
の
金
銭
管
理
を
含
め
て
、
依

頼
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
頃
に
は
多
く
の

留
学
生
が
欧
米
各
国
に
渡
航
し
、
ア
メ
リ

カ
だ
け
で
も
明
治
元
年
か
ら
五
年
に
か
け

て
留
学
し
た
人
数
が
五
〇
〇
人
に
達
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
選
抜
に
つ
い

て
の
疑
問
と
費
用
の
面
か
ら
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
十
二
月
に
文
部
省
が
そ

の
引
き
締
め
を
検
討
し
、
つ
い
に
海
外
留

学
生
を
帰
国
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
岩
倉
具
経
は
、明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
に
渡
米
し
、
明
治
六
年
に
は
英
国
の

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
書
簡
の
文
末
に
は
、「
御
用
繁

ニ
付
代
筆
申
附
候
御
免
被
下
度
候
」
と
代

筆
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
な
の
か
、
宛
名
で
あ
る
本
野
を
元

野
と
誤
記
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
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岩倉具視（1825-1883）
文政8（1825）年生まれ。公家。幕末期、公武合体
派であったが討幕派に転じ、慶応3年12月、王政
復古のクーデターを画策。明治政府では、参与、
議定、大納言、右大臣等をつとめ、欽定憲法制
定の方針を確定し、皇族、華族の保護に力を注い
だ。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（https://www.ndl.
go.jp/portrait/datas/23.html）

本野盛亨（1836-1909）
天保7（1836）年佐賀生まれ。官吏、実業家。維新
後は神奈川裁判所に出仕するとともに子安峻、柴
田昌吉と日就社（活版印刷）を創業、明治5（1872）
年駐英公使館1等書記官として渡英。帰国後、横
浜税関長、大阪控訴裁判所検事などを務め、明
治7年には日就社の3人で『読売新聞』を創刊、
後に2代目社長に就任した。明治42（1909）年没。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（https://www.ndl.
go.jp/portrait/datas/203.html）

写真2　岩倉具視書簡 本野盛亨宛　明治7年1月3日付　<本野一郎・盛一関係文書1-11>

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/23.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/23.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/203.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/203.html
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鵜う
ざ
わ澤
總ふ
さ
あ
き明
関
係
文
書

（
九
八
一
点
　
令
和
三
年
二
月
公
開
）

　

鵜
澤
總
明
は
、
衆
議
院
議
員
（
の
ち

貴
族
院
議
員
）、
明
治
大
学
総
長
な
ど
、

法
曹
界
・
政
界
・
学
界
に
わ
た
っ
て
活

躍
し
た
著
名
な
弁
護
士
で
す
。
こ
の
た

び
新
た
に
九
八
一
点
に
及
ぶ
資
料
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
感
恩
録
」
と
題
さ
れ
た
明
治

三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）
年
ま
で
の
日
記
、
鵜
澤

が
日
本
側
弁
護
団
長
を
務
め
た
極
東
国

際
軍
事
裁
判
の
資
料
、
法
律
関
係
の
原

稿
類
、
議
会
や
大
学
の
関
係
書
類
な
ど

多
彩
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
写

真
３
、４
）。

　

約
三
五
〇
名
か
ら
の
来
簡
も
あ
り

ま
す
。
写
真
５
は
そ
の
う
ち
、
犬
養
毅

が
し
た
た
め
た
も
の
で
、
議
会
質
疑

を
控
え
た
鵜
澤
に
対
し
奮
発
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
書
簡
で
す
。
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
四
月
二
一
日
に
召
集

さ
れ
た
第
五
八
回
帝
国
議
会
は
、
四
月

二
二
日
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
調

印
を
め
ぐ
り
、
兵
力
量
の
決
定
が
「
統

帥
事
項
」
で
あ
る
と
す
る
海
軍
軍
令
部

と
、
そ
の
責
任
は
内
閣
に
帰
す
る
と
し

た
浜
口
雄
幸
内
閣
が
鋭
く
対
立
し
た
議

会
で
し
た
（
い
わ
ゆ
る
「
統
帥
権
干
犯
」

問
題
）。

　

犬
養
自
身
も
こ
の
問
題
で
衆
議
院
本

会
議
に
お
け
る
浜
口
首
相
と
の
論
戦
に

臨
み
、
追
っ
て
鵜
澤
も
、
五
月
一
〇
日

の
貴
族
院
予
算
委
員
会
で
の
浜
口
に
対

す
る
質
疑
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

五
月
四
日
付
の
こ
の
書
簡
の
中
で
犬

養
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
首
相
の
態
度

は
一
切
答
え
な
い
乱
暴
至
極
の
態
度
で

あ
る
、
正
面
か
ら
軍
令
部
条
例
の
改
正

を
振
り
か
ざ
す
勇
気
も
な
い
、
と
激
し

く
批
判
し
て
い
ま
す
。
書
簡
は
速
達
で

送
ら
れ
、
犬
養
の
緊
迫
感
が
う
か
が
え

ま
す
。
鵜
澤
は
、
予
算
委
員
会
に
お
い

て
「
国
防
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
浜
口

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

写真4　極東国際軍事裁判　備忘録　昭和21年3月8日～5月3日　
<鵜澤總明関係文書484>

日付別に記載された鵜澤の備忘録。鵜澤は極東国際軍事裁判で弁護
団長を務めた。

写真3　弁護士名簿登録通知書　明治32年8月8日　<鵜澤總明関係文書592>

東京地方裁判所検事局から鵜澤に宛てられた弁護士名簿の登録通知書。
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写真5　犬養毅書簡　鵜澤總明宛　昭和5年5月4日　<鵜澤總明関係文書26-1>

鵜澤總明（1872-1955）
明治5（1872）年千葉生まれ。東京帝国大学卒、明治32（1899）年8月弁護士
登録・法律事務所開設。大逆事件、血盟団事件、相沢事件(永田鉄山暗
殺事件)など著名な事件を数多く手がけた。戦後は極東国際軍事裁判日本
側弁護団長を務めた。衆議院議員（1908年5月～1914年12月, 1915年
12月～1924年1月）。立憲政友会に所属。昭和3（1928）年貴族院議員に勅
選（昭和12（1937）年9月まで）。第一東京弁護士会長、明治大学総長、大
東文化学院学長・総長を歴任。『法律と道徳との関係』など著書・記事多数。
昭和30（1955）年死去。
肖像写真の出典：『アサヒグラフ』第48巻第6号　 昭和22年8月<鵜澤總明関係文書485>
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日
米
協
会
関
係
資
料

（
七
二
七
点
　
令
和
三
年
七
月
公
開
）

　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
創
立
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
日
本
と
米
国
の
民
間
交

流
の
促
進
に
努
め
て
い
る
日
米
協
会
の
資

料
で
す
。
こ
の
た
び
当
館
が
寄
贈
を
受
け

て
公
開
し
た
資
料
は
主
に
一
九
三
〇
年

代
の
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
に
ベ
ル
リ
ン
・
東
京
間

の
飛
行
に
成
功
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
吉
原
清

治
が
翌
年
に
歓
迎
会
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
招

か
れ
た
り
、
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年

に
は
外
交
官
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
芦
田

均
が
一
六
か
国
周
遊
の
空
の
旅
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
当
時

の
資
料
か
ら
航
空
機
の
隆
盛
と
い
う
時
代

の
風
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
九
三
〇
年
代
は
国
際
情

勢
が
混
迷
を
深
め
て
い
く
時
代
で
も
あ

り
、
日
米
関
係
に
お
い
て
は
昭
和
一
二

（
一
九
三
七
）
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争

の
動
向
が
懸
案
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最

中
、
同
年
一
二
月
に
は
日
本
海
軍
の
航
空

機
が
揚
子
江
上
の
米
国
艦
船
を
誤
爆
す
る

事
件
（「
パ
ネ
ー
号
事
件
」）
が
起
こ
り
、

日
米
両
国
の
間
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
米
協
会
は
徳
川
家
達
会

長
名
で
米
国
国
務
長
官
へ
宛
て
見
舞
の
電

報
を
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
友
好
の

発
露
を
主
眼
」
と
し
て
米
国
側
死
傷
者
へ

の
弔
慰
金
募
集
を
速
や
か
に
行
い
（
写
真

６
）、
多
数
の
類
縁
機
関
で
も
同
じ
く
寄

付
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
政
治
的
に

困
難
な
時
代
に
も
変
わ
ら
な
い
、
民
間
で

の
親
善
活
動
の
様
子
が
表
れ
て
い
ま
す
。

 

日米協会
大正6（1917）年東京で創立。日
米民間交流の促進を目的とし、
訪日米国人名士の受入れや日
米間の文化交流等に尽力。日
米国交断絶により一時活動を停
止したが、戦後に活動を再開。

写真6　米国艦船遭難者弔慰金募集　<日米協会関係資料18-11>
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河か
わ
か
み上
丈じ
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
関
係
文
書

（
五
〇
八
点
　
令
和
二
年
一
二
月
公
開
）

　

河
上
丈
太
郎
は
、
戦
前
・
戦
後
の
衆

議
院
議
員
で
、
日
本
社
会
党
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
家
で
す
。
敬

虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
の
日
本
社
会
党
（
右
派
）

中
央
執
行
委
員
長
の
就
任
挨
拶
で
、
聖

書
に
な
ぞ
ら
え
「
委
員
長
は
私
に
と
っ

て
十
字
架
で
あ
り
ま
す
」
と
演
説
し
た

こ
と
か
ら
「
十
字
架
委
員
長
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
河
上
丈
太

郎
関
係
文
書
は
、
そ
ん
な
河
上
が
残
し

た
日
記・手
帳
（
一
部
、河
上
丈
太
郎
父・

新
太
郎
、
長
男
・
民
雄
ら
の
も
の
も
含

む
）、日
本
社
会
党
内
の
政
策
関
係
資
料
、

新
聞
・
雑
誌
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
日
本
社
会

党
や
議
員
活
動
の
態
様
が
う
か
が
え
る

と
い
う
点
で
、
政
治
史
研
究
に
お
い
て

貴
重
な
資
料
群
と
言
え
ま
す
。

　

中
で
も
特
色
の
あ
る
資
料
の
一
つ
と

し
て
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
か

ら
最
晩
年
の
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
一
月
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
日
に
わ
た
る
河

上
自
筆
の
日
記
が
あ
り
ま
す
。
と
は
言

え
、
内
容
は
や
や
淡
白
な
も
の
で
、
多

く
は
赴
い
た
場
所
や
会
っ
た
相
手
な
ど

の
メ
モ
の
よ
う
で
す
が
、
少
な
か
ら
ず

「
礼
拝
に
い
く
」「
祈
る
」
と
い
う
記
述

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年

の
日
記
帳
の
冒
頭
に
、
な
ぜ
か
昭
和

二
〇
（
一
九
四
五
）
年
六
月
三
〇
日
と

翌
七
月
一
日
の
二
日
間
だ
け
の
記
述
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
民
雄
上

野
を
た
つ
。
元
気
な
り
し
彼
も
最
後
に

離
別
の
手
を
あ
け
た
と
き
の
顔
は
涙
カ

出
そ
う
に
み
へ
た
。
民
雄
カ
去
つ
た
残

の
淋
し
さ
は
無
限
で
あ
る
」、「
夜
二
階

の
ソ
フ
ァ
ー
に
よ
こ
た
は
り
民
雄
を
思

ふ
。（
中
略
）
涙
さ
へ
出
る　

愛
の
足
ら

さ
り
し
父
の
悔
の
涙
で
あ
る　

ゆ
る
せ
」

（
写
真
７
、８
）
と
、
軍
の
招
集
で
離
れ
る

息
子
（
民
雄
）
に
対
す
る
、
率
直
な
親

心
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

河上丈太郎（1889-1965）
明治22（1889）年東京生まれ。衆議院議員（1928～1930年, 1936～1945年, 1952～1965年）。昭和10～15（1935
～1940）年に社会大衆党中執委員。戦後に公職追放を受けるが、昭和27（1952）年、日本社会党（右派）中央執
行委員長に就任して政界復帰し、日本社会党の統一に尽力。昭和36～40（1961～1965）年には統一後の党委
員長を務め、昭和40（1965）年死去。長男・河上民雄も衆議院議員（7期）、日本社会党国際局長を務めた。

写真7、8　日記（右）昭和20年6月30日（左）同年7月1日　<河上丈太郎関係文書8>
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あ
る
と
き
は
、
地
を
這
う
虫
の
視
点
で
所
蔵
資
料
１
点

の
行
方
を
し
つ
こ
く
追
い
か
け
記
録
し
て
い
た
か
と
思
え

ば
、
あ
る
と
き
は
、
大
空
を
飛
ぶ
鳥
の
視
点
で
国
立
国
会

図
書
館
の
全
体
像
を
眺
め
て
い
る
。
そ
ん
な
近
づ
い
た
り

離
れ
た
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
で
、
私
の
所
属
す
る
総
務

部
企
画
課
評
価
係
は
、
当
館
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
業

務
の
実
績
を
把
握
・
分
析
し
、
館
全
体
の
評
価
（「
活
動

実
績
評
価
」）
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

評
価
係
の
業
務
の
う
ち
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
統

計
」と「
評
価
」。統
計
業
務
で
は
、う
ん
と
館
に
近
づ
い
て
、

各
部
署
が
行
う
日
々
の
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
お
っ
と
、「
な
ぜ
評
価
係
が
統
計
を
担
当

し
て
い
る
の
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
客
観
的
な
評
価
の
た
め
に
、
活
動
を
正
確
に
表
し

た
数
字
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。そ
ん
な
大
切
な
デ
ー
タ
は
、

毎
月
、各
部
署
か
ら
提
出
さ
れ
た
ら
係
３
名
全
員
で
確
認
。

パ
ソ
コ
ン
本
体
と
外
付
け
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
２
画
面
を
駆

使
し
、
所
蔵
資
料
１
点
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
１
件
の
ず
れ
も

見
逃
さ
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
う
の

が
、
評
価
係
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
で
あ
る
評
価
業
務
。
４

月
に
前
年
度
を
評
価
す
る
作
業
が
始
ま
る
と
、
所
蔵
資
料

１
点
ま
で
ズ
ー
ム
イ
ン
し
て
い
た
目
を
ぐ
っ
と
遠
ざ
け

て
、
年
度
単
位
で
の
各
事
業
の
進
捗
や
成
果
を
も
と
に
館

全
体
の
評
価
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
は
有

識
者
会
議
を
開
催
し
、
評
価
に
つ
い
て
外
部
の
視
点
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
会
議
に
お
け
る
入

館
２
年
目
の
私
の
担
当
は
、
会
議
室
の
確
保
や
資
料
の
送

付
、
議
事
録
作
成
な
ど
の
庶
務
作
業
。
地
味
な
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
議
開
催
の
た
め
に
は
作
業
を
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
確
実
に
進
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

準
備
期
間
は
カ
レ
ン
ダ
ー
と
に
ら
め
っ
こ
で
気
を
張
る
毎

日
で
し
た
。
会
議
を
経
て
確
定
し
た
評
価
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
す
る
と
、
前
年
度
の
評
価
は
ひ
と
ま
ず
完
了
。

次
年
度
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
統
計
」
も
「
評
価
」
も
、
そ
の
対
象
は
館
の
事
業
全

体
に
わ
た
り
ま
す
。
入
館
当
初
、
方
向
音
痴
の
私
は
広
い

館
内
で
迷
子
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、業
務
で
も
、

巨
大
な
図
書
館
で
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
そ
の
広
範
さ
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、
近
づ
い
た
り
離
れ
た
り
、
日
々
様
々
な
視
点

か
ら
当
館
を
眺
め
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
、
少
し
は
自
信

を
も
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
法
律
に
定

め
ら
れ
た
使
命
の
も
と
、
多
様
な
事
業
を
行
う
日
本
一
大

き
な
図
書
館
の
全
貌
。
皆
さ
ん
に
も
、
統
計
や
活
動
実
績

評
価
を
頼
り
に
探
検
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
一
評
価
係
員

と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。（

企
画
課
評
価
係　

遠
近
両
用
）

近づいたり
　　離れたり

※統計、活動実績評価は国立国会図書館ホームページで公開しています。
　ホームページ>国立国会図書館について
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大阪府立中央図書館
大塚 和美

　

２
０
１
９
年
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
試
合
会
場

の
一
つ
と
な
っ
た
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
あ
る

東
大
阪
市
に
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
が
あ

り
ま
す
。〝
大
阪
府
立
の
図
書
館
〟
と
言
え

ば
、
建
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
を
思
い
浮

か
べ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
阪
府
立
図
書
館
は
、
中
央
図
書
館
と

中
之
島
図
書
館
の
２
館
体
制
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
中
央
図
書
館
は
総
合
図
書
館
と
し
て
、

中
之
島
図
書
館
は
古
典
籍
や
大
阪
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
関
係
資
料
を
提
供
す
る
図
書
館
と
し

て
、
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
少
し
大
阪
府
立
図
書
館
の
歴
史
を

紹
介
し
ま
す
。
１
９
０
４
年
「
大
阪
図
書
館
」

と
し
て
中
之
島
に
開
館
し
、１
９
０
６
年
「
大

阪
府
立
図
書
館
」
に
、
１
９
７
４
年
「
大
阪

府
立
中
之
島
図
書
館
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
は
、
天
王

寺
分
館
か
ら
「
夕
陽
丘
図
書
館
」
の
独
立
開

館
を
経
て
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
図
書
館
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サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
１
９
９
６
年

に
開
館
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
０
年

に
は
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
の
１
階
に
「
国

際
児
童
文
学
館
」
が
移
転
開
館
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
３
月
末
現
在
、
大
阪
府
立
中
央

図
書
館
に
は
約
２
９
０
万
点
の
所
蔵
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
公
立
図
書
館
単
館
で
は
日
本

一
の
蔵
書
数
で
す
。

　

建
物
外
観
は
、
本
を
横
に
積
み
重
ね
た
様

子
を
表
し
て
お
り
、
中
は
開
放
的
で
広
々
と

し
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
４
階
、

地
下
２
階
（
地
下
２
階
は
駐
車
場
）
で
、
１

階
に
は
、
こ
ど
も
資
料
室
、
小
説
・
読
物
室
、

カ
フ
ェ
、
障
が
い
者
支
援
室
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
演
劇
や
音
楽
会
な
ど
の
催
し

物
が
で
き
る
３
８
４
名
収
容
可
能
な
「
ラ
イ

テ
ィ
ホ
ー
ル
」
が
設
置
さ
れ
、
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
の
役
割
も
備
え
ま
す
。
２
階
は
主

に
新
聞
が
あ
り
、
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
３
階
は
社
会
・
自
然
系
資
料
室
、

４
階
は
人
文
系
資
料
室
で
、
各
主
題
の
図
書
、

雑
誌
が
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
１
階
は
、
資
料
の
整
理
を
行
う
資
料

情
報
課
と
、
お
よ
そ
５
，０
０
０
㎡
の
広
大

な
書
庫
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
い

書
庫
で
あ
っ
て
も
迅
速
に
出
納
す
る
た
め
、

な
ん
と
、
三
輪
の
自
転
車
に
乗
っ
て
本
を
取

（上）利用者入口付近、（左上）1階小説・読物室、（左下）こども資料室。

大阪府立中之島図書館の外観。
建物が国の重要文化財に指定されています。
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（右・下）地下書庫の本の出納のため、三輪
自転車で出発！　曲がり角では特に注意が必要
です。

（上）『フランス百科全書』の標題紙。
（右上・右下）貴重書庫の入口と内部。

り
に
行
き
ま
す
。
当
初
は
小
型
の
電
気
自
動

車
が
導
入
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
職
員

の
発
案
で
小
回
り
の
き
く
自
転
車
に
代
わ
っ

た
そ
う
で
す
。
試
し
に
乗
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

屋
内
で
自
転
車
に
乗
っ
て
移
動
す
る
経
験
は

初
め
て
で
し
た
の
で
、
う
ま
く
運
転
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
、
通
路
の
交
差
点
や
作
業
中
の
書
架

に
差
し
掛
か
る
際
に
は
ベ
ル
を
鳴
ら
す
な

ど
、
安
全
に
配
慮
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
に
は
、
貴
重
書
庫
が
あ
り
ま
す
。
扉
は

ま
る
で
金
庫
の
よ
う
な
頑
丈
さ
で
、
ダ
イ
ヤ

ル
式
の
鍵
が
か
か
っ
て
お
り
、
開
く
に
は
複

雑
な
手
順
が
必
要
で
す
。
貴
重
書
庫
の
中
は
、

天
井
、
床
、
壁
、
棚
が
す
べ
て
杉
な
ど
の
木

材
で
で
き
て
お
り
、
資
料
保
存
に
適
し
た
温

湿
度
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
主
な
資
料
は
、

デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
監
修
『
フ
ラ

ン
ス
百
科
全
書
』（
初
版
、
１
７
５
１
～

１
７
８
０
年
）、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

『
天
文
対
話
』（
ラ
テ
ン
語
版
、
１
６
４
１

年
）、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』（
初
版
、

１
７
７
６
年
）
と
い
っ
た
洋
書
で
す
。
こ
れ

ら
は
、「
お
お
さ
か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で

画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
本
文
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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筆
者
は
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
に
実
務
研

修
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
協
力
振
興
課
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
府
域
市
町
村
の
図
書
館

や
学
校
等
に
対
し
、
情
報
提
供
や
研
修
を
は

じ
め
と
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
相
互

に
図
書
館
の
資
料
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
協
力
車
の
運
行
を
管
理
・
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

秋
に
は
、
い
く
つ
か
の
市
町
村
図
書
館
へ

出
向
き
、
大
阪
府
立
図
書
館
へ
の
ニ
ー
ズ
を

お
伺
い
し
、
各
図
書
館
の
状
況
を
聞
く
巡
回

相
談
を
行
い
ま
し
た
。
各
図
書
館
で
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
展
示
や
棚
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

へ
の
取
り
組
み
や
工
夫
な
ど
、
直
接
拝
見
し

て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
太

子
町
立
図
書
室
へ
は
、
出
前
講
習
と
し
て
、

国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
使
い
方
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国

立
国
会
図
書
館
で
の
業
務
経
験
を
活
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
で
は
、
大

阪
府
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
等
を
対
象
に
、

「
ス
ク
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
」
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
休
館
日
に
全
フ
ロ
ア
を
子
ど

も
た
ち
に
開
放
し
、
の
び
の
び
と
使
っ
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
館
内
見
学
に
加
え
て
、

お
は
な
し
会
や
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
毎
年
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
た
だ
、
令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、
見

学
時
の
説
明
で
大
き
な
声
が
出
せ
な
い
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た
動
画
の

説
明
を
観
て
も
ら
う
、
館
内
見
学
で
は
静
か

に
、
お
は
な
し
会
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
行
う
な
ど
、
工
夫
し
、
内

容
を
大
幅
に
見
直
し
て
何
と
か
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
先

生
や
生
徒
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
、
最
後
に
一

斉
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元

気
よ
く
お
礼
を
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
目
と
な
っ
た
現
在
は
、
調
査
相
談
課

に
配
属
さ
れ
、
３
階
に
あ
る
社
会
・
自
然

系
資
料
室
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
電
話
で
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
、
ど
の
本
を
購

入
す
る
の
か
に
つ
い
て
相
談
し
て
決
定
す
る

「
見
計
ら
い
選
書
」
等
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

資
料
室
の
中
央
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
っ

て
、
近
く
に
は
参
考
図
書
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
対
応
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
向

（左・下）相互貸借用の資料
を仕分ける棚と、協力車に積
み込むところ。府内の各市町
村の代表館を週 1回、大阪市
へは週２回運行しています。

（右・下）3階の社会・自然系資
料室から外に出ると屋上庭園があ
ります。ここでひと息つくのもおす
すめです。屋上庭園にあるらせん
階段で3階と4階の間を移動する
ことができます。



19 国立国会図書館月報 728号 2021.12

（右）新型コロナウイルス感染症対策のため
パーテーションを全面に並べたカウンター。
（右下）夏休みの「自由研究応援団」の名札
用の生きものたち（ラッコ、クジラ、セミ）。職
員が折り紙を折って作ります。

か
っ
て
右
側
が
社
会
科
学
系
資
料
、
左
側
が

自
然
科
学
系
資
料
と
、
分
野
に
分
か
れ
て
約

18
万
冊
が
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
架
資
料

が
多
い
た
め
、
利
用
者
の
方
が
場
所
を
見
つ

け
る
の
に
苦
労
さ
れ
、
書
架
を
ご
案
内
す
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
料
室
か

ら
直
接
屋
上
庭
園
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
外

の
空
気
を
吸
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

す
。

　

大
阪
府
立
中
央
図
書
館
で
の
実
務
を
通
じ

て
、
国
立
国
会
図
書
館
と
大
き
く
違
う
と
感

じ
た
の
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
を
は

じ
め
、
子
ど
も
が
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
て

重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
国
立
国

会
図
書
館
の
東
京
本
館
と
関
西
館
で
は
、
利

用
対
象
は
原
則
18
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も

へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
が

提
供
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
大
阪
府
立
図
書
館
で
は
、
年
齢
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
い
て
い
の
県
立
図

書
館
で
も
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

阪
府
立
中
央
図
書
館
で
は
１
階
に
こ
ど
も
資

料
室
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
も
入
り

や
す
く
、
も
っ
と
調
べ
た
い
と
い
う
子
ど
も

や
中
高
生
が
、
３
階
・
４
階
に
調
べ
に
来
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
夏
休
み
期
間

に
は
全
司
書
職
員
が
「
自
由
研
究
応
援
団
」

の
表
示
を
名
札
に
付
け
て
声
を
か
け
や
す
い

配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
、
大
人
で

あ
っ
て
も
、
わ
か
り
や
す
い
本
を
お
求
め
に

な
る
方
や
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
必
要
な
方

に
、
こ
ど
も
資
料
室
を
ご
案
内
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
手
話
通
訳
や

筆
談
を
希
望
す
る
際
に
提
示
し
て
い
た
だ
く

カ
ー
ド
を
配
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
手
話
通

訳
者
を
呼
び
出
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
手

話
通
訳
者
は
カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
が
手
話
で
簡

単
な
利
用
案
内
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

職
員
の
手
話
研
修
講
師
も
つ
と
め
て
い
て
、

筆
者
も
研
修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
に
大
阪
府
立
中
央
図
書

館
に
来
た
と
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
て

い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
春
も
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
臨
時
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平

常
時
で
は
な
い
状
況
下
で
の
実
務
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
例
え
ば
、
研
修
の
動

画
を
撮
影
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
う

と
い
っ
た
、
図
書
館
と
し
て
新
し
い
試
み
に

挑
戦
す
る
と
い
う
得
難
い
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
残
り
の
研
修
期
間
も
、
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

収
集
第
二
係
っ
て
、
一
と
三
と
、
ど
う
違

う
ん
で
す
か
。

支
払
い
が
発
生
し
な
い
資
料
の
収
集
で

す
。
具
体
的
に
は
、
国
の
機
関
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
発
行
し
た
資
料
と
、
民
間

が
発
行
し
た
資
料
で
も
代
償
金
（
注
）
を

お
支
払
い
し
な
い
無
償
の
も
の
。
そ
れ
か

ら
、
発
行
者
で
は
な
い
第
三
者
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
資
料
で
す
。

納
本
制
度
（
注
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る
資

料
の
収
集
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
民
間
で
も
代
償
金
を

支
払
わ
な
い
場
合
も
あ
る
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

個
人
発
行
資
料
や
、
大
手
出
版
社
の
う
ち

無
償
で
納
本
し
て
く
れ
る
出
版
社
が
あ
る

ん
で
す
。
書
店
に
並
ん
で
い
る
よ
う
な
資

料
は
取
次
経
由
（
有
償
）
で
入
っ
て
く
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
無
償
で
い
い
で

す
よ
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ

て
。

官
庁
出
版
物
は
、
国
の
機
関
や
地
方
公
共

団
体
が
発
行
し
た
も
の
は
、
部
外
秘
の
資

料
以
外
は
す
べ
て
集
め
る
イ
メ
ー
ジ
で

す
。

寄
贈
で
は
、
古
今
の
様
々
な
資
料
を
目
に

で
き
ま
す
。
外
部
の
図
書
館
な
ど
が
除
籍

し
た
資
料
を
ま
と
め
て
寄
贈
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
最
近
で
は
、
明
治

時
代
の
医
学
関
係
資
料
が
大
量
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

本
当
に
い
ろ
い
ろ
で
す
ね
。
で
も
、
基
本

的
に
は
、
資
料
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
、
け
っ
こ
う
量
に
は
波
が
あ

り
ま
す
。年
度
初
め
が
一
番
大
変
で
す
ね
。

年
度
末
で
締
め
て
年
度
初
め
に
出
す
こ
と

が
多
い
み
た
い
で
。

資
料
が
来
て
、
そ
の
あ
と
何
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
目
録
を
作
る
の
は
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
の
で
す
が
。

段
ボ
ー
ル
と
か
に
入
っ
て
大
量
に
資
料
が

来
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
開
封
し
て
。

和
書
だ
っ
た
り
、
洋
書
だ
っ
た
り
、
Ｃ
Ｄ

だ
っ
た
り
、
古
典
籍
が
混
じ
っ
て
い
た
り

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
き
先
が
違
う
の
で
、

道
の
整
理
を
し
て
あ
げ
る
ん
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
そ
の
分
け
方
で
迷
っ
た
り
？

け
っ
こ
う
迷
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
果
た
し

て
雑
誌
な
の
か
図
書
な
の
か
、
と
か
。
Ｃ

Ｄ
と
本
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

本
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
ら
「
図
書
資
料
」、

Ｃ
Ｄ
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
ら「
非
図
書
資
料
」

と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
請
求
記
号
も
変
わ

り
ま
す
し
。
一
応
、
基
準
は
あ
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
で
も
迷
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ
調

整
し
な
が
ら
。
あ
と
、
資
料
を
最
初
に
受

け
付
け
た
際
の
基
本
的
な
入
力
作
業
は
業

伊東 祐介　収集書誌部国内資料課収集第二係長
平成16（2004）年7月　 収集部　外国資料課　選書係
平成18（2006）年4月　 収集部　外国資料課　外国購入係
平成19（2007）年7月　 資料提供部　雑誌課　運営係　
平成22（2010）年4月　 資料提供部　雑誌課　雑誌第二係
平成24（2012）年1月　 利用者サービス部　サービス運営課　総合案内係
平成25（2013）年7月　参議院事務局に出向
平成26（2014）年1月　 利用者サービス部　サービス企画課　展示企画係
平成28（2016）年4月　 収集書誌部　国内資料課　収集第二係
平成29（2017）年4月　 収集書誌部　国内資料課　収集第二係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.3

Season2

右から左に流している
わけじゃないんです！
（笑）

注：納本制度とは、出版物を公的機関に納入することを発行者等に義務づける制度で、日本では国

立国会図書館法により、国内で発行されたすべての出版物を国立国会図書館に納入することが義務

づけられています。民間出版物には費用（通常、定価の5割＋送料）を代償金として交付します。
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者
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
指
示
を
出
す
ん
で
す
。
こ
れ
は
こ
う

い
う
資
料
な
の
で
、
こ
う
い
う
設
定
で
入

力
し
て
く
だ
さ
い
、
と
。

最
初
で
間
違
え
た
ら
台
無
し
に
な
っ
ち
ゃ

う
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
右
か
ら
左
に
流
し
て
い

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！
（
笑
）

も
の
が
バ
ー
ン
と
来
た
り
し
て
、
図
書
館

に
勤
め
て
い
る
ぞ
っ
て
実
感
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

実
際
に
資
料
を
手
に
取
れ
る
と
い
う
の
は

魅
力
的
で
す
ね
。
閲
覧
部
門
に
い
て
も
手

に
は
取
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
慌
た
だ
し
く

出
し
て
戻
し
て
、
の
こ
と
が
多
い
で
す
。

こ
こ
で
は
検
収
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
も
う
少
し
資
料
と
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。
乱
丁
、落
丁
が
な
い
か
、

中
に
何
か
挟
ま
っ
て
い
な
い
か
、
と
か
。

あ
と
名
簿
類
、
個
人
情
報
が
あ
っ
た
り
す

る
と
、
特
別
な
処
置
を
し
た
う
え
で
提
供

し
て
い
る
の
で
、
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
。

そ
れ
か
ら
、
官
庁
出
版
物
は
「
支
部
図

便
」
っ
て
い
う
車
に
乗
っ
て
、
各
省
庁
に

設
置
さ
れ
た
支
部
図
書
館
を
回
っ
て
資
料

を
渡
し
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
も
し
て
る

ん
で
す
よ
。
支
部
図
書
館
・
協
力
課
等
の

職
員
と
当
番
で
回
っ
て
ま
す
。「
集
め
て

い
る
」
実
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

◆　
◆　
◆

入
館
し
て
最
初
も
収
集
部
門
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
外
国
資
料
課
選
書
係
、
外
国
購
入

係
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
か
。

選
書
係
で
は
、
主
に
海
外
で
発
行
さ
れ
た

日
本
関
係
資
料
の
選
書
、
外
国
購
入
係
で

は
、
発
注
か
ら
購
入
に
あ
た
っ
て
の
会
計

処
理
、
資
料
現
物
の
受
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
外
部
の
書
店
さ
ん
と
や
り
取

り
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
も
な
か
な
か

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

資
料
提
供
部
の
雑
誌
課
で
は
、「
個
体
化
」

と
い
う
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。『
国

立
国
会
図
書
館
七
十
年
記
念
館
史
』
に

も
個
体
化
作
業
を
し
て
い
る
伊
東
さ
ん

の
お
写
真
が
。

あ
、
ほ
ん
と
だ
（
笑
）。
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
が
平
成
14
年
に
で
き
た
と
き
、

資
料
１
冊
ご
と
に
巻
号
や
出
版
年
月

な
ど
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

て
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
っ
て
、「
今
誰

か
が
閲
覧
し
て
い
ま
す
」
と
か
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

を
「
個
体
化
」
と
言
い
ま
す
。
た
だ
、

雑
誌
は
7
割
く
ら
い
、
そ
の
作
業
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。バ
ー
コ
ー
ド（
個

体
情
報
）
が
な
い
と
、
何
号
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
の
か
も
わ
か
り
に
く
い
し
。
貸
し

出
す
際
に
は
、バ
ー
コ
ー
ド
が
な
く
て
も
、

そ
の
都
度
、
控
え
と
し
て
一
時
的
な
貸
出

情
報
を
作
る
の
で
す
が
、
返
却
さ
れ
る
と

そ
う
い
う
情
報
は
全
部
消
え
て
し
ま
い
。

そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
一
度
個
体
情
報

を
作
っ
て
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
っ
て
し
ま
え

ば
、
後
は
そ
れ
を
読
み
込
む
だ
け
で
い
ろ

い
ろ
な
処
理
が
と
て
も
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
か
ら
。

当
時
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
画
面
の
下
の
ほ
う
に

「
こ
れ
以
外
の
巻
号
も
あ
り
ま
す
」
っ
て

表
示
さ
れ
て
ま
し
た
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。だ
か
ら
利
用
者
の
方
は
、

自
由
記
入
欄
に
本
当
に
自
由
に
入
力
し
て

申
し
込
む
。
そ
う
す
る
と
時
に
は
、
思
っ

て
い
た
の
と
違
う
巻
号
が
出
納
さ
れ
て
し

ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。

出
納
業
者
さ
ん
が
と
て
も
苦
労
し
て
い
た

の
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
る
作
業
を
し
よ

う
と
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
で
き
て
か
ら
、
だ

い
ぶ
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

平
成
24
年
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
と
き
に
、新
シ
ス
テ
ム
は
、バ
ー
コ
ー

ド
が
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
前
ま

で
か
か
っ
て
す
べ
て
終
え
た
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
た
ん
で

す
け
ど
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
だ
ん
だ
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ん
増
え
て
い
っ
て
、
そ
の
う
ち
「
個
体
化

班
」
と
い
う
の
が
立
ち
上
が
っ
て
。
み
ん

な
で
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
を
置
い
て
、
せ
っ

せ
と
。

一
大
事
業
で
す
ね
。

あ
と
は
雑
誌
課
で
は
、
通
常
の
カ
ウ
ン

タ
ー
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
利
用
者
の

方
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ム
対
応
も

け
っ
こ
う
多
く
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
総
合
案
内
係
に
異
動
さ
れ
た
理
由

で
す
か
。
平
成
24
年
に
館
内
利
用
シ
ス
テ

ム
が
新
し
く
な
る
の
に
あ
わ
せ
て
新
設
さ

れ
た
係
で
し
た
よ
ね
。
フ
ロ
ア
に
職
員
が

立
つ
と
い
う
の
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
か

と
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
く
、
最
初
は
シ
ス
テ
ム

ダ
ウ
ン
も
あ
っ
た
の
で
、
当
時
同
じ
係

だ
っ
た
人
と
は
今
も
思
い
出
話
に
な
り
ま

す
。
戦
友
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
（
笑
）。

そ
の
あ
と
の
展
示
の
係
で
は
、
一
つ
一
つ

の
仕
事
を
じ
っ
く
り
準
備
を
す
る
の
が
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。資
料
の
解
題
作
成
や
、

資
料
へ
の
光
の
当
て
方
の
工
夫
と
か
。

◆　
◆　
◆

旅
行
が
お
好
き
と
聞
き
ま
し
た
が
。

稚
内
と
か
鹿
児
島
と
か
、
ロ
ー
カ
ル
線
を

乗
り
継
い
で
い
く
旅
が
好
き
で
す
。
ロ
ー

カ
ル
線
は
ゆ
っ
く
り
走
る
し
、
地
元
の
高

校
生
と
か
お
年
寄
り
と
か
、
そ
の
土
地
の

言
葉
を
聞
き
な
が
ら
、
車
窓
の
風
景
に
の

ん
び
り
浸
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

お
す
す
め
の
ロ
ー
カ
ル
線
は
？

北
海
道
の
釧
網
本
線
、
そ
れ
か
ら
熊
本
の

肥
薩
線
。
あ
る
程
度
遠
く
ま
で
行
く
と
絶

景
の
線
が
あ
り
ま
す
。
一
番
好
き
だ
っ
た

北
海
道
の
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

応
援
し
た
く
て
も
、
今
は
な
か
な
か
遠
く

ま
で
乗
り
に
も
行
け
な
い
で
す
ね
。
そ
れ

を
埋
め
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
で
お
出
か
け
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
か

な
あ
。
子
ど
も
も
ま
だ
小
さ
い
で
す
し
。

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
緑
が
多
い
の

で
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
ほ
や
ほ
や

と
疲
れ
が
と
れ
る
気
が
し
ま
す
。
あ
と
休

日
は
基
本
的
に
家
事
を
し
て
ま
す
。

え
ら
い
！　

大
学
で
は
何
を
専
攻
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
。

大
学
で
は
一
応
法
律
を
。
あ
ま
り
熱
心
で

は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
刑
法
は
面
白
く

て
か
な
り
勉
強
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
を
す
る
と
こ
う
い
う
犯
罪
に
な
る
っ
て

い
う
の
が
、
体
系
的
に
な
っ
て
て
。
し
か

も
わ
り
と
身
近
な
こ
と
が
。

で
、
な
ぜ
国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）

を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

実
家
か
ら
歩
い
て
30
秒
く
ら
い
の
と
こ
ろ

に
図
書
館
が
あ
っ
て
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

す
。
横
浜
な
ん
で
す
け
ど
、
中
央
図
書
館

も
す
ご
く
充
実
し
て
い
て
。
図
書
館
楽
し

い
な
、
お
仕
事
で
き
た
ら
い
い
な
っ
て

思
っ
た
ん
で
す
。

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
か
。

日
々
「
刊
行
物
は
ウ
ェ
ブ
に
移
行
し
ま
し

た
」
と
い
う
お
知
ら
せ
が
来
た
り
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
減
っ
て
き
た
り
し
て
る
の
を
目
に
し

て
る
と
、
新
し
い
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

ろ
う
な
と
。
答
え
や
行
き
先
が
わ
か
っ
て

い
る
も
の
は
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
な
く

て
、
本
当
に
手
探
り
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

あ
と
、
た
と
え
ば
自
治
体
が
住
民
向
け
に

発
行
し
た
生
活
案
内
と
か
啓
発
の
冊
子
と

か
、
捨
て
ら
れ
ち
ゃ
う
よ
う
な
も
の
。
そ

う
い
う
も
の
も
１
０
０
年
く
ら
い
経
つ
と

面
白
い
も
の
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
。
明
治
時
代
の
そ
う
い
う
も
の
が
た
ま

た
ま
入
っ
て
き
た
り
す
る
と
面
白
い
で
す

よ
ね
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
１
０
０
年
後

と
か
に
あ
り
う
る
。
資
料
の
価
値
み
た
い

な
も
の
も
変
わ
っ
て
く
る
の
か
な
と
思
っ

て
。
ど
う
使
わ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け

ど
、
と
に
か
く
集
め
て
お
く
。
そ
れ
が
唯

一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
や
っ
て
お
く
こ

と
な
の
か
な
と
。

資
料
の
価
値
は
今
判
断
で
き
な
い
も
の
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
治
体
で
取
っ

て
お
い
て
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
災
害
も
あ
り
え
ま
す
し
。

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
地
方
自
治
体
に
出
張
に

行
っ
て
、
納
本
制
度
の
ア
ピ
ー
ル
活
動
も

し
て
い
た
ん
で
す
。
自
治
体
の
文
書
庫
は

そ
ん
な
に
ス
ペ
ー
ス
な
い
み
た
い
で
、「
Ｎ

Ｄ
Ｌ
で
保
存
し
ま
す
」
と
言
う
と
安
心
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
連
携
し
て
、

と
に
か
く
残
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

大井川鐡道井川線の終着駅。南アルプスの山中にあります。
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愛
は
目
に
見
え
な
い
。
し
か
し
、
描
き
出

す
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ

と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
が
、
少
女
ま
ん
が

で
あ
る
。

　

少
女
ま
ん
が
は
様
々
な
愛
を
描
き
出
し
て

き
た
。
そ
の
中
で
も
、
恋
愛
は
少
女
ま
ん
が

の
王
道
の
テ
ー
マ
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、

か
つ
て
は
親
子
間
・
兄
弟
間
の
愛
や
、
人
間

と
動
物
の
間
に
育
ま
れ
る
愛
の
表
現
は
認
め

ら
れ
て
も
、
恋
愛
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
タ

ブ
ー
で
あ
っ
た
。
恋
愛
と
い
う
テ
ー
マ
を
切

り
開
い
た
の
は
、
水
野
英
子
の
作
品
、
特
に

１
９
６
３
年
か
ら
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
に
連

載
し
て
い
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
『
す

て
き
な
コ
ー
ラ
』で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
皮
切
り
に
、
少
女
ま
ん
が
の
テ
ー
マ

は
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

少
女
ま
ん
が
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ

『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』と
、姉
妹
誌
の『
別
冊
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
』か
ら
は
、そ
の
後
も
数
々
の
ヒ
ッ

ト
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
本
書
は
、
両
誌

の
創
刊
50
周
年
を
記
念
し
た
展
覧
会
「
わ
た

し
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
展
」
の
公
式
図
録
で
あ

り
、
半
世
紀
に
わ
た
る
道
の
り
を
、
代
表
的

な
作
品
の
原
画
や
解
説
な
ど
を
交
え
て
紹
介

し
て
い
る
。

　

各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、「LO

VE and 

SPIRIT

（
第
２
章
）」「LO

VE and SCH
O

O
L 

D
AYS

（
第
９
章
）」
な
ど
、
本
タ
イ
ト
ル
の

『LO
VE and ...

』
に
言
葉
を
続
け
た
も
の
に

な
っ
て
お
り
、「LO

VE

」
を
主
軸
と
し
な

が
ら
、
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
両
誌
で
紡
が

れ
て
き
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
歴
代
の

作
品
を
見
る
と
、
王
道
の
恋
愛
も
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
メ

デ
ィ
、
学
園
生
活
等
の
様
々
な
要
素
が
絡
め

ら
れ
た
作
品
の
ほ
か
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に

留
ま
ら
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
や
、
少
女

ま
ん
が
の
固
定
観
念
を
破
る
作
品
も
登
場
す

る
な
ど
、
作
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
豊
か
に
な

り
、
少
女
ま
ん
が
の
多
様
性
が
育
ま
れ
て
い

く
様
が
う
か
が
え
る
。

　

本
書
に
は
、
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
す
べ

て
の
原
画
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は

４
０
０
点
に
迫
る
。
原
画
は
筆
致
の
繊
細
さ

が
よ
り
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
か
、
ホ
ワ
イ
ト
や

文
字
入
れ
の
跡
、
ベ
タ
の
む
ら
な
ど
も
分
か

り
、
誌
面
や
単
行
本
で
見
る
作
品
と
は
違
う

リ
ア
ル
さ
が
あ
る
。
カ
ラ
ー
原
画
も
、
数
十

年
の
時
を
経
て
も
そ
の
色
彩
は
鮮
や
か
な
ま

ま
だ
。

　

章
間
に
は
両
誌
ゆ
か
り
の
ま
ん
が
家
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
な

べ
ま
さ
こ
、
水
野
英
子
の
よ
う
な
『
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
』
創
刊
号
の
執
筆
陣
か
ら
、『
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
』
の
読
者
で
あ
っ
た
池
田
理
代
子

や
槇
村
さ
と
る
、『
別
冊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

へ
の
投
稿
作
品
を
細
か
く
添
削
す
る
「
別
マ

ま
ん
が
ス
ク
ー
ル
」
出
身
の
く
ら
も
ち
ふ
さ

こ
等
の
、
両
誌
か
ら
影
響
を
受
け
た
ま
ん
が

家
へ
と
バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ
、
歴
史
が
形

作
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

本
書
は
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』『
別
冊
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
』
の
み
な
ら
ず
、
少
女
ま
ん
が
の

歴
史
を
知
る
資
料
と
し
て
も
、
読
み
応
え
の

あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
手
に
取
っ
て
見

る
だ
け
で
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
に

加
え
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
か
ら
懐
か
し

さ
を
お
ぼ
え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
児
玉 

安
奈
）

LOVE and ...
MY MARGARET EXHIBITION 
VISUAL BOOK　MARGARET 
50th ANNIVERSARY　 わ た し の
マーガレット展 公式図録
集英社 企画・編集　わたしのマーガ
レット展プロジェクト 発行
2014.9　259p；26cm
<請求記号 KC486-M160>
※画像提供：集英社
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令
和
３
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
記
録
を
残
す
、
伝
え
る
、
活
か
す
」

　　

国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
は
、

「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

震
災
記
録
の
伝
承
に
向
け
て
様
々
な
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
単
に
震
災
記
録
を
収
集
・
保
存
す
る
だ

け
で
な
く
、
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
へ
継
承
し

て
い
く
た
め
に
復
興
事
業
や
防
災
・
減
災
対
策
、教
育
な
ど
様
々

な
分
野
で
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
被
災
地
に
お
け
る
震
災
記
録
の
保

存
・
利
活
用
に
向
け
た
草
の
根
の
市
民
団
体
に
お
け
る
取
組
や

長
野
県
及
び
岐
阜
県
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
活
用
の

事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
登
壇
者
全
員
に
よ
り
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

○
日
時　

　

令
和
４
年
１
月
10
日
（
月
曜
・
祝
日
）
午
後
１
時
～
４
時

○
会
場　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８
‐
１

　
　

仙
台
市
営
地
下
鉄
青
葉
山
駅
下
車　

南
出
口
徒
歩
５
分
）

　

会
場
の
映
像
を
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
用

い
て
事
前
登
録
者
に
対
し
て
同
時
配
信
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者
（
敬
称
略
）

【
事
例
報
告
】

　

佐
藤
正
実
（
３
・
11
オ
モ
イ
デ
ア
ー
カ
イ
ブ
代
表
）

　

武�

田
真
一
（
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表(

宮

城
教
育
大
学
特
任
教
授)

）

　

廣
内
大
助
（
信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
・
教
授
）

　

小
山
真
紀（
岐
阜
大
学
流
域
圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

【
進
捗
報
告
】

　

中
川　

透
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）

　

柴
山
明
寛
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
（
進
行
）
柴
山
明
寛

　
（�

パ
ネ
リ
ス
ト
）
報
告
者
全
員

○
申
込
方
法

　
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」（http://shinrokuden.irides. 

tohoku.ac.jp

）
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内
か
ら
リ
ン
ク
し

て
い
る
「
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
（
会
場
８
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
２
０
０
名
）
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

災
害
人
文
社
会
研
究
部

門 

災
害
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

　

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

　

電
子
メ
ー
ル　

archiveforum
@
irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
０
号　

　

我
が
国
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
教
育
の
現
状
と
課
題

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
動
物
保
護
法
令
の
概
要
―
動
物
保
護
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
法
令
全
書
２
０
１
９
年
第
66
号
）
―
（
資
料
）

日
本
及
び
諸
外
国
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
と
対
策

福
島
第
一
原
発
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
め
ぐ
る

問
題

責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス

　
入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 152頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp
http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp
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類似検索で辿るまだ見ぬ資料の世界：次世代デジタルライブラリーの画像検索を使っ

て� （川島 隆徳）
1 16-20

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報 令和元年度』から 1 23-26

表紙画家セレクション　第二輯� 2 20-23

議会開設百三十年記念　議会政治展示会　歴史をつくってきた議会、議場：ビジュア

ル資料からふりかえる�
3 5-15

ビジョン2021-2025　国立国会図書館のデジタルシフト―情報資源と知的活動をつな

ぐ7つの重点事業―�
4 6-7

　座談会「デジタルシフトを進めよう」� 4 8-17

講演会「絵本への期待―平成の絵本作家と編集者、そして読者―」� （今田 由香） 4 18-23

電子展示会「国立国会図書館憲政資料室　日記の世界」 4 25-28

国立国会図書館七十年記念館史を刊行しました� 5/6 17-21

より便利に！　国立国会図書館の書誌データ� 5/6 30-31

あるアジア系アメリカ人が遺したもの：ヨシオ・キシのコレクションより�（松田 恵里） 7/8 5-14

　あの人の蔵書第5回　キシ・コレクション、ヨシオ・キシ及びアイリーン・ヤーリ
　ン・スンコレクション

7/8 6-9

　ディラン・イェーツさんインタビュー� 7/8 10-14

表紙画家セレクション　第三輯 7/8 24-27

ミニ電子展示「本の万華鏡」第29回　めーきゃっぷ今昔：江戸から昭和の化粧文化�  7/8 28-29

第56回貴重書等指定委員会報告：新たな貴重書のご紹介� 9 1-16

浅野家所蔵「天文方渋川家関係資料」の寄贈に際して� （浅野 珠枝） 9 17-21

烏有に帰す　喪われた公文書、残された記録� （眞子 ゆかり） 9 22-29

洋書を追いかけて（前編）　帝国図書館時代、洋書はどのように集められたか�

（齋藤 ひさ子、辻 佑果、曽木 颯太朗）
10 5-15

洋書を追いかけて（後編）　サムライ・帝国図書館・神秘主義：森有礼、畠山義成、

鮫島尚信と新生兄弟会� （御幡 真人）
11 5-14

憲政資料室の新規公開資料から� 12 6-13

一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

憲政資料室の新規公開資料から 12 6-13

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数
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（第24回）江戸時代の料理本：読んで楽しい、作って美味しい？ （前編）� （伊藤 りさ） 1 8-15

（第25回）江戸時代の料理本：読んで楽しい、作って美味しい？ （後編）� （伊藤 りさ） 2 6-11

『省亭花鳥画譜』：激動の時代を駆け抜けた江戸の絵師� （瀧澤 和子） 1 3-7

お殿様のパイプオルガン：『南葵文庫附属御大礼奉祝紀念館大風琴』� （工藤 哲朗） 2 1-5

『荏土自慢名産杖』：江戸名物のオールスター合戦� （鈴木 加成太） 3 1-4

『ちゑのあけぼの』：文明開化の気風あふれる児童雑誌� （久保 智史） 4 1-5

『波斯神話』：若き日のアララギ派歌人とイランの英雄叙事詩� （緒方 佑衣） 5/6 1-5

ARTISTIC JAPAN / 芸術の日本：西欧で生まれた日本美術専門誌　� （戸鹿野 陽子） 7/8 1-4

『鬼桃太郎』：若き紅葉の児童文学� （亀澤 明彦） 10 1-4

此の文明事業に協力せよ：国勢調査宣伝官報広告集� （西川 久司） 11 1-4

戦争中の日本人へのメッセージ：連合国軍の対日心理戦� （冨田 圭一郎） 12 1-5

（no.1）島村 高平　総務部 管理課 施設運用係長� 10 26-29

（no.2）佐藤 令　調査及び立法考査局 政治議会課� 11 16-19

（no.3）伊東 祐介　収集書誌部 国内資料課 収集第二係長� 12 20-22

今月の一冊

国立国会図書館で
働いてます
Season2

本の森を歩く

京都府立図書館� （平澤 大輔） 2 13-19

大阪府立中央図書館� （大塚 和美) 12 15-19

①切る、折る� 7/8 16-22

②塗る、はる� 10 17-24

日本図書館紀行

本をまもる
保存・修復の道具

特価本目録は庶民読書の証言者（前編）� （小林 昌樹） 3 16-23

特価本目録は庶民読書の証言者（後編）� （小林 昌樹） 5/6 6-15

村にあった図書館の蔵書目録� （鈴木 宏宗） 11 21-30

国立国会図書館に
ない本
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この文章、どこの言葉？ 1 21

世界の立法動向ウォッチ 2 12

関西館書庫ツアー with コロナ 3 24

答えは本の中に 4 24

タイムスリップ1998-2018 5/6 22-23

紙よりも時代に取り残される？　電子資料 7/8 15

全体を巡り、支えています 9 30

今日も広報誌でふるさとへ 10 16

今を記録し、未来に伝える 11 15

近づいたり離れたり 12 14

南の島の家づくり：東南アジア島嶼部の建築と生活� （山﨑 優里亜） 1 22

濱田徳海旧蔵敦煌文書コレクション目録� （福林 靖博） 2 24

平成30年7月豪雨災害（広島県）体験談集� （山上 慶） 3 25

全国知事会七十年史� （山本 健太郎） 4 29

ごめんください、足尾のこと教えてください！：地域おこし協力隊による聞き取り抜
粋集　その2（2015）� （大島 岳）

5/6 16

太宰治三鷹とともに：太宰治没後70年　平成30年度特別展� （大森 穂乃香） 7/8 23

新宿風景 2� （根来 南） 9 31

飛脚問屋嶋屋佐右衛門日記の世界� （横山 浩貴） 10 25

北極海航路ハンドブック� （金子 捺美） 11 20

LOVE and ...：MY MARGARET EXHIBITION VISUAL BOOK　MARGARET 50th 
ANNIVERSARY　わたしのマーガレット展 公式図録� （児玉 安奈）

12 23

館内スコープ

本屋にない本

（第4回）白井文庫� （豊田 さおり） 5/6 24-29

（第5回）キシ・コレクション、ヨシオ・キシ及びアイリーン・ヤーリン・スンコレク
ション� （松田 恵里）

7/8 6-9

あの人の蔵書
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